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【先端技術に関する研究】 

非常用施設の状態監視技術に関する研究 

■25年度に得られた成果（取組み）の概要 

各整備局で分解整備直前の 36機場 92台の排水

機場ﾎﾟﾝﾌﾟ設備の振動計測・解析と潤滑油分析によ

る設備診断を行った。また、診断結果と分解時の

設備状態との比較検証により、ほとんどの設備で

診断精度が良好であるが、一部に乖離が見られ診

断精度向上が必要であることが確認された。 

ﾎﾟﾝﾌﾟ用ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝｴﾝｼﾞﾝの状態監視技術について

は、診断に必要な維持管理資料の収集・分析を行

うとともに、振動計測・解析と潤滑油分析の適用

性について調査を行った。 

【材料資源分野に関する研究】 

機能高分子材料を用いた構造物劣化検出 

■25年度に得られた成果（取組み）の概要 

機能高分子材料を用いたｼｰﾄの色(青から

赤までの可視領域)とひずみ感度について調

査した。例えば、ﾓﾙﾀﾙ試験片の微小なひび割

れに応答(0.1mm 以下)する感度をもつ材料を

開発した。健常箇所(赤)から大きく色変化

(緑)があるため目視でひび割れを検知する

ことが可能である。 

今後、耐環境性のﾄｯﾌﾟｺｰﾄや接着剤につい

て検討する予定である。 

 

 

震災時の機能不全を想定した水質ﾘｽｸ低減手法の構築に関する研究 

■25 年度に得られた成果(取組み）の概要 

被災下水処理場の処理機能不全に対する緊

急対策手法として簡易沈殿処理と凝集剤添加

によるﾉﾛｳｲﾙｽの除去･遺伝子削減効果と塩素

消毒による同効果を評価した。その結果、簡

易沈殿処理と塩素消毒によるﾉﾛｳｲﾙｽの除去･

削減効果は低かった。一方、凝集剤添加によ

り簡易沈殿処理の除去効果が高まるとともに、

塩素消毒による遺伝子削減効果が向上した。 

 
  

 

状態監視保全技術の概要 

先端技術ﾁｰﾑ・寒地機械技術ﾁｰﾑ 

研究期間 H22～H26 

新材料ﾁｰﾑ 

研究期間 H23～H27 

ﾓﾙﾀﾙのひび割れを可視化した例 
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研究期間 H25～H27 

簡易沈殿処理･凝集剤添加および塩素消毒

によるﾉﾛｳｲﾙｽの除去効果 
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合理的なｱﾙｶﾘｼﾘｶ反応抑制対策に関する研究 

■25年度に得られた成果（取組み）の概要 

 ｱﾙｶﾘ総量規制の効果を確認する目的で制作し

たｺﾝｸﾘｰﾄ供試体について、材齢約 1年半の観察

を行った。特に反応性の高い砂利を用いた供試

体では、ｱﾙｶﾘ量 2.2kg/m3でもﾎﾟｯﾌﾟｱｳﾄが生じた

場合があった。ただし、発生は局所的で、長さ

変化としては ASRの影響は明確でなかった。 

 また、屋外に 23 年間暴露していた長期暴露試

験供試体の調査結果を土木研究所資料としてと

りまとめた。 

【地質・地盤分野に関する研究】 

山地部活断層の地形的把握方法に関する研究 

■25年度に得られた成果（取組み）の概要 

本研究は、活動度の低い山地部活断層の地形

的把握手法を提案することを目的とする。 

25年度は、近年発生した地震断層周辺につい

て、空中写真および航空ﾚｰｻﾞｰﾃﾞｰﾀに基づく大縮

尺図（傾斜量図、地形図）の地形判読を行った。

地震断層周辺では部分的に直線谷、鞍部、傾斜

変換線などが認められたが、従来の基準では活

断層としての確実度はやや低いものであった。

今後は確実度が低いものについて大縮尺図等を

用いた判読や調査・認定の留意点をとりまとめ

る。 

 

河川堤防の長期機能低下の評価に関する研究 

■25年度に得られた成果（取組み）の概要 

直轄管理河川で実施された樋門等河川構造物

周辺堤防の詳細点検結果を収集し、函体周りの

空洞・緩みと抜け上がり量等の関係を整理した。 

また、函体直下が粘性土の杭基礎形式の樋管

を摸擬した遠心実験を実施し、圧密による抜け

上がりと函体周りの空洞・緩みの形成過程を確

認した。その結果、函体脇は、堤体土の周り込

みにより、緩みが生じた。また、函体直下では、

端部のほうが中央部より空洞が生じ易いことが

確認された。 

 
 

 

ｱﾙｶﾘ量 2.2kg/m3の供試体のﾎﾟｯﾌﾟｱｳﾄ 

基礎材料ﾁｰﾑ 

研究期間 H21～H25 

地質ﾁｰﾑ 

研究期間 H24～H26 

大縮尺の傾斜量図判読結果（緑・青）と地表地震断

層（赤）の重ね合わせ（湯ノ岳断層の例） 

この区間の地表地震断層は傾斜変換線に位置する。 

土質・振動ﾁｰﾑ 

研究期間 H25～H27 

 

遠心実験での圧密後の函体周りの状況 
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低改良率地盤改良における盛土条件に関する研究 

■25年度に得られた成果（取組み）の概要 

盛土材料、盛土形状、基盤傾斜が低改良率地盤

改良に与える影響を確認するため、二次元有限要

素解析を行った。その結果、道路土工盛土工指針

に示されている盛土材及び締固め度の範囲であれ

ば、地盤改良の低改良率化に対して、盛土条件が

沈下特性（沈下量、不同沈下量等）に与える影響

は小さかったが、盛土材が液状化するような場合

には盛土天端で大きな沈下が発生するため、浅層

改良工法やｼﾞｵﾃｷｽﾀｲﾙ敷設等を併用する必要があ

ることがわかった。 

 

道路高盛土の耐震安全性評価のための現地計測・管理手法の検討 

■25年度に得られた取組みの概要 

地震時に道路盛土あるいは直下の地山内の地下

水が非線形に応答して過剰間隙水圧が発生し、す

べりを引き起こすというﾓﾃﾞﾙが想定されている。

従来は特定の横断面に沿ったすべり安定解析を主

とし縦断方向の不連続性を十分に考慮していなか

った。そこで実際の道路斜面において各種計測を

実施し、盛土斜面内の地下水分布が数 m以下のｵｰ

ﾀﾞｰで局所的に異なること、それが斜面安定性に影

響していること、高速比抵抗ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞによって地下

水動態を比抵抗変化として追跡できることを検証

した。 

【水環境分野に関する研究】 

湖沼における沈水植物帯再生技術の開発に関する研究 

■25年度に得られた成果（取組み）の概要 

沈水植物群落が消失した湖沼における再生技

術を開発するため、霞ケ浦を対象とした移植実

験を行った。治水目的の消波施設により創出さ

れた静穏域において、移植した沈水植物の経年

的な生存が確認された。25年度は、形状の異な

る 7箇所の消波施設背後地において沈水植物を

移植（n=49）し、生育状況をﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞした。その

結果、過剰な底泥の堆積や水深の増加、周辺の

植生の繁茂により、移植個体の生長が抑制され

ることが分かった。 

 

 

低改良率地盤改良の沈下解析結果 

施工技術ﾁｰﾑ 

研究期間 H22～H25 

高速比抵抗探査ｼｽﾃﾑによる 

盛土斜面内不均質構造探査例 

地質・地盤研究ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

研究期間 H23～H26 

 

ｻｻﾊﾞﾓの生長と環境因子との対応 

（赤線は生長量が 50%以下となる閾値を示す） 

 

河川生態ﾁｰﾑ 

研究期間 H23～H26 
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亜酸化窒素の水環境中動態に水質が与える影響に関する研究 

■25年度に得られた成果（取組み）の概要 

河川や湖沼中の亜酸化窒素に着目し、特徴の異なる

様々な箇所で実態調査を行った。 

その結果、河川集水域に市街地、森林、水田を多く含

む河川では、溶存亜酸化窒素濃度は 0.0-3.0 µg-N2O/Lと

低く、秋季から冬季にかけて増加するのに対し、集水域

に家畜や畑地が多く存在する河川では、溶存亜酸化窒素

濃度は 25.0-92.0 µg-N2O/Lと高濃度で検出された。その

理由として、雨天時に畑地から流出する窒素成分が高い

ことが要因として考えられた。 

 

環境配慮型帯工の開発に関する基礎的研究 

■25年度に得られた成果（取組み）の概要 

実験河川における縮小模型実験により、新型

帯工の構造の違いによる河床変動特性及び流程

特性を検討した。また、下流側に形成する淵の

流況及び洗掘深を安定させるための知見を得た。

具体的には、構造物表面への適度な粗度の付与、

下流側洗掘孔への捨石等の追加により、流況の

制御及び洗掘深の制限が可能であることを見出

した。また、現地適用に向けた検討を通じて、

設計施工における留意点、課題を抽出した。 

 

【水工分野に関する研究】 

ﾀﾞﾑ堤体および基礎地盤の合理的安全性評価による 

試験湛水の効率化に関する研究 

■25年度に得られた成果（取組み）の概要 

ﾀﾞﾑ堤体および基礎地盤の合理的な安全性評

価に基づいて試験湛水の効率化を図るため、既

往試験湛水事例の調査・分析やﾓﾃﾞﾙ解析による

検討を通じ、試験湛水の事前または初期段階に

ﾀﾞﾑ堤体や基礎地盤に関して検討・実施すべき調

査・対策等の考え方を体系的に整理した。 

また、やむを得ず試験湛水の計画上の最高水

位より低い水位で試験湛水の完了を検討する際

に必要となる要件を取り纏めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

漏水発生時の対応の考え方（概要） 

自然共生研究ｾﾝﾀｰ 

研究期間 H23～H27 

 

水質ﾁｰﾑ 

研究期間 H23～H25 

現地調査時の様子

(鉾田川支流) 

水工構造物ﾁｰﾑ,地質ﾁｰﾑ 

研究期間 H23～H25 
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貯水池に流入する濁質の動態と処理に関する研究 

■25年度に得られた成果（取組み）の概要 

貯水池に流入する濁質の動態のうち、沈降に

ついて、土粒子は自然状態でﾌﾛｯｸを形成し、見

かけの径が大きい割には沈降速度が遅いことが

わかった。また、濁水の沈降を促進するための

凝集処理ｼｽﾃﾑにおける凝集材の効率的な分散手

法の開発に向けて、凝集材として用いる火山灰

土の性状把握を行うため電子顕微鏡を用いて形

状観察を行い、ｱﾛﾌｪﾝを主成分としつつもｲﾓｺﾞﾗ

ｲﾄが含まれていることがわかった。 

【土砂管理分野に関する研究】 

地すべり対策工における耐震性能評価に関する研究 

■25年度に得られた成果（取組み）の概要 

平成 23 年(2011 年)東北地方太平洋沖地

震等による地震動を受けた、概成した地す

べり防止区域の対策工の損傷状況を調査し

た。 

調査対象とした震度4以上311ﾌﾞﾛｯｸのう

ち、震度 5強以上で変動の認められたﾌﾞﾛｯ

ｸは 4箇所であり、一方、変動の認められな

かったﾌﾞﾛｯｸは 307箇所であった。 

 

 

数値ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝを用いた合理的な雪崩防護施設設計諸元の設定手法に関する研究 

■25年度に得られた成果（取組み）の概要 

既往の大規模雪崩事例から収集した雪崩の流下

経路、層厚、幅、到達範囲などのﾃﾞｰﾀと、ｼﾐｭﾚｰｼ

ｮﾝ結果を比較することによって、雪崩対策施設設

計へのｼﾐｭﾚｰｼｮﾝの適用性について検討を行った。

また、上記ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ結果と既往のﾌｪﾙﾐｰﾓﾃﾞﾙを用い

た手法による計算結果の比較を行い、雪崩対策施

設の設計手法に関する検討を行った。 

 

雪崩層厚のｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ結果の例 

雪崩・地すべり研究ｾﾝﾀｰ 

研究期間 H24～H26 

 

 
震度別の変動の認められたﾌﾞﾛｯｸ数など 

地すべりﾁｰﾑ 

研究期間 H24～H28 

 
電子顕微鏡で見た火山灰土凝集材 

水理ﾁｰﾑ 

研究期間 H25～H27 
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【道路技術分野に関する研究】 

道路利用者の視点による道路施設ﾒﾝﾃﾅﾝｽの高度化に関する研究 

■25年度に得られた成果（取組み）の概要 

道路利用者と道路の接点となる施設（道路標

識、路面標示、照明、防護柵、舗装路面等）の

維持管理技術および性能規定型維持管理契約の

現状と課題について調査した。 

ｲﾝﾌﾟｯﾄ･ﾍﾞｰｽを基本とする現在の日本におい

ても、性能規定や性能保証のようなｱｳﾄﾌﾟｯﾄ･ﾍﾞ

ｰｽの概念を導入することなく外部委託の効率向

上が可能であることを明らかにした。包括化の

概念の導入により，契約・検査業務の軽減と利

用者対応の向上は期待できる。 

 

ｾﾒﾝﾄｺﾝｸﾘｰﾄ舗装の適用性に関する研究 

■25年度に得られた成果（取組み）の概要 

盛土部等の現場条件がｺﾝｸﾘｰﾄ舗装の供用性に

与える影響を確認するため、長期供用している

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装区間で調査を実施した。その結果、

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装のひび割れ度は、全体的には盛土区

間の方が切土区間や切盛境区間よりも高い傾向

があり、また、局所的には横断埋設構造物を含

む区間の方が含まない区間よりも高い傾向があ

ることがわかった。特に横断埋設構造物を含む

区間で平均値が高いことから、さらに耐久性を

高めるためには、ｺﾝｸﾘｰﾄ版の補強等の対策を講

じる必要があると考えられる。 

 

防水型ﾄﾝﾈﾙの設計法に関する研究 

■25年度に得られた成果（取組み）の概要 

防水型ﾄﾝﾈﾙの防水構造に関する 3次元浸透流解析の

結果，排水－非排水境界部での端末処理や掘削に伴う

地山のゆるみによって水位の回復状況が異なること，

排水－非排水境界部での局所的湧水に対して適切な排

水構造を検討する必要があることが分かった．また，

文献、事例調査による既往の防水型ﾄﾝﾈﾙの設計・施工

の実態分析を行った結果，水理評価時のﾄﾝﾈﾙのﾓﾃﾞﾙ化，

覆工設計時の載荷荷重の取り扱いや設計時の各ﾓﾃﾞﾙの

考え方について今後検討すべき課題があることが分か

った． 

ﾄﾝﾈﾙﾁｰﾑ 

研究期間 H24～H26 

全水頭分布の解析結果の一例 
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初期水位-14m

非排水区間排水区間 排水区間

止水壁

(12m)

ゆるみ域 (6m)トンネル底面高

回復水位分布の解析結果の概要 

【排水区間（B断面）横断図】【非排水区間（A断面）横断図】

【トンネル中心縦断図】 BA

非排水区間 排水区間排水区間

水位線

水位線 水位線

【排水区間（B断面）横断図】【非排水区間（A断面）横断図】

【トンネル中心縦断図】 BA

非排水区間 排水区間排水区間

水位線

水位線 水位線

0

1

2

3

4

5

6

7

盛土区間 切土区間 切盛境区間
 

0

1

2

3

4

5

6

7

埋設構造物を含む区間 埋設構造物を含まない区間
 

現場条件毎のひび割れ度 

舗装ﾁｰﾑ 

研究期間 H25～H26 
ひび割れ度 (cm/m2) 

ひび割れ度 (cm/m2) 

 
PBMC 等を構成する概念と実施効果の関係 

道路技術研究ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

研究期間 H24～H26 
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参考資料－５ ２５年度に行った基盤研究の成果概要 

変位計変位計

荷重計荷重計

凍上量測定器凍上量測定器

凍結深度計凍結深度計

積雪深度計積雪深度計

地山の地表面温度計地山の地表面温度計

※※他に外気温計他に外気温計

変位計変位計

荷重計荷重計

凍上量測定器凍上量測定器

凍結深度計凍結深度計

積雪深度計積雪深度計

地山の地表面温度計地山の地表面温度計

※※他に外気温計他に外気温計

【積雪寒冷地の基礎的土木技術分野に関する研究】 

免震・制振ﾃﾞﾊﾞｲｽの低温時性能評価に関する研究 

25年度に得られた成果（取組み）の概要 

免震・制震ﾃﾞﾊﾞｲｽを用い、橋梁全体

系で耐震性能を確保する事例が増えて

いるが、ﾃﾞﾊﾞｲｽの一つである鋼材降伏

系ﾀﾞﾝﾊﾟｰの低温時性能については検証

されていないのが現状である。 

低降伏点鋼材の低温下における各種

試験を実施し、材料によって低温靭性

に大きな差異があることや、強度特性

に温度依存性を有するものがあること

などを確認した。 

 

積雪寒冷地における切り土のり面の崩壊危険度評価に関する研究 

■25年度に得られた成果（取組み）の概要 

 諸条件（土質、植生、積雪）が異なるｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

ｱﾝｶｰや地山補強土工の許容最大荷重に対し、ど

の程度の凍上力が作用しているのかを把握する

ため、受圧板に作用する凍上力、受圧板の変位

量、地盤の凍上量などを実際に現地計測した。 

その結果、条件によっては許容最大荷重を上

回るｹｰｽがあった。また、植生基盤材の断熱効果

により、受圧板に作用する凍上力や受圧板の変

位量を緩和させることを確認した。 

 

 

維持・管理を考慮した地下水環境の評価手

法に関する研究 

■25年度に得られた成果（取組み）の概要 

本研究では、北海道から北陸地方にかけ

て位置する 43 本の国道等の既設ﾄﾝﾈﾙの恒

常湧水を水質調査したほか、ICP 発光分析

を行い湧水に溶けている微量元素を定量分

析した。その結果、一部のﾄﾝﾈﾙは塩酸や硫

酸等の酸性水を湧水させ、覆工部材や基盤

岩から鉄、ｶﾙｼｳﾑ、重金属を溶出させている

ことを明らかにした。 

1

防水シート

側溝 側溝

集水材
横断排水管中央排水管

集水材

10.072m
▼W.L.

W.L. ▼

酸性水が覆工部材や
基盤岩と反応し湧水

岩盤中の割れ目

H+

Ca2+ Fe2+

マグマ水

黄鉄鉱
(FeS2)

天水

天水が黄
鉄鉱と反応

 
酸性湧水の発生ﾒｶﾆｽﾞﾑ 

防災地質ﾁｰﾑ 

研究期間 H23～H26 

寒地地盤ﾁｰﾑ 

研究期間 H24～H27 

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｱﾝｶｰにおける各計測状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○○ 

寒地構造ﾁｰﾑ 

研究期間 H23-H25 

引張試験結果の例 

 

鋼材降伏系ﾀﾞﾝﾊﾟｰの
設置例 
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参考資料－５ ２５年度に行った基盤研究の成果概要 

【積雪寒冷地の保全技術分野に関する研究】 

表面被覆工法の塩分環境下の凍害に対する耐久性に関する研究 

■25年度に得られた成果（取組み）の概要 

平成 25年度は、表面被覆工法のうち、実構造

物にて劣化や変状が確認された埋設型枠工法、

ｳﾚﾀﾝ被覆工法およびｼｰﾄ工法について、これまで

の研究期間に行った調査・実験の成果を総合的

にとりまとめ、「塩分環境下の塩害に対する表面

被覆工法の設計、施工ﾏﾆｭｱﾙ（案）」を作成した。

本ﾏﾆｭｱﾙには、埋設型枠工法の目地材選定時の留

意点、ｳﾚﾀﾝ被覆工法の端部の剥がれ防止技術の

提案、ｼｰﾄ工法の防水の必要性の解説等が盛り込

まれている。 

 

ﾄﾝﾈﾙ内舗装のすべり対策に関する研究 

■25年度に得られた成果（取組み）の概要 

積雪寒冷地の高規格幹線道路のﾄﾝﾈﾙ内のｺﾝｸﾘ

ｰﾄ舗装のすべり対策として「若材齢時ｼｮｯﾄﾌﾞﾗｽﾄ

工法による骨材露出工法 設計施工ﾏﾆｭｱﾙ（案）」

が北海道開発局において活用されている。また、

既設ﾄﾝﾈﾙ内ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装の補修方法として、明色

混合物による切削ｵｰﾊﾞｰﾚｲの適用について、理論

的設計法による切削深さの検討方法、配合方法

及び施工時の留意点等について取りまとめを行

い、現場で実施されている。 

 

【積雪寒冷地の水圏環境工学分野に関する研究】 

寒冷地域における河川津波災害の防止・軽減技術に関する研究 

■25年度に得られた成果（取組み）の概要 

北海道では冬期間に河川が氷で覆われる箇所

があり、津波が来襲すると、津波の波圧に加え、

氷が大量の漂流物となることにより、構造物に

対する衝撃力が増加するなどの被害が想定され

る。このため、水理実験及び数値計算手法を用

いながら、河川津波に伴う氷の挙動等のﾒｶﾆｽﾞﾑ

を解明した。また、河道設計や構造物設計手法

に活かすための計算ﾓﾃﾞﾙ開発を行った。 

河川構造物
漂流氷板

津波

 
河川構造物に接近する氷板群を伴う津波の

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 

寒地河川ﾁｰﾑ 

研究期間 H24～H28 

 

明色混合物によるﾄﾝﾈﾙ内舗装の補修 

寒地道路保全ﾁｰﾑ 

研究期間 H23～H25 

水分

付着強度の
低下による
被覆材の
浮き・剥がれを
懸念

水分

端部から塩分を
含む水分が供給

コンク
リート

被覆材下面へ
水分の供給抑制

コンク
リート

塩化物イオン
濃度分布

被覆材の浮き・
剥がれを抑制

吸水防止層（シラン含浸域）

考
案
し
た
技
術

現
状
の
懸
念
事
項

ウレタン

塩化物イオン
濃度分布

シランによるウレタン端部の剥がれ防止技術の提案

ウレタン

 
ﾏﾆｭｱﾙに盛り込んだ研究成果の一例 

耐寒材料ﾁｰﾑ 

研究期間 H21～H25 
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参考資料－５ ２５年度に行った基盤研究の成果概要 

寒冷地域に適応した河畔林管理に関する研究 

■25年度に得られた成果（取組み）の概要 

  

千代田新水路における2013年9月の出水に

よりﾔﾅｷﾞ密集地の消失を確認した。出水前後

の航空写真比較及び横断図比較により、2 年

以下のﾔﾅｷﾞ幼木等は年最大規模洪水で流出す

るが、3 年以上の成木の消失は部分的であっ

た。このことから、河畔林管理には幼木の生

長に適した砂州の裸地部分を冠水するなどに

より、河畔林の抑制が期待できることが判明

した。 

 

小港湾における老朽化した防波堤の改良方策に関する研究 

■25年度に得られた成果（取組み）の概要 

消波ﾌﾞﾛｯｸ被覆ｺﾝｸﾘｰﾄ単塊式防波堤を対象と

して、既設堤体を活用しつつ、波力を低減する

改良方策として、消波工拡幅構造を対象として

水理模型実験を実施し、その波力低減効果を把

握した。また、水理模型実験結果を踏まえ、防

波堤の改良方策として、前面小段構造、消波工

拡幅構造および後部ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ構造の適用条件を

整理した。 

 

【積雪寒冷地の道路分野に関する研究】 

除雪水準の変化に対応した冬期路面予測技術の開発に関する研究 

■25年度に得られた成果（取組み）の概要 

長波放射量の推定精度の向上と路面凍結予測手法の改善のため、試験道路で道路圧雪層の

融解凍結実験を実施し、圧雪層の状態の実測値と計算値の比較を通して路面状態推定ﾓﾃﾞﾙの

妥当性を検証すると共に、熱・水分

移動に関するﾊﾟﾗﾒｰﾀを改良しﾓﾃﾞﾙの

計算精度を向上させた。また、国道

において路面雪氷と気象観測を行い、

ﾓﾃﾞﾙの再現率を明らかにした。さら

に、計算過程における路面雪氷状態

の判別ﾌﾛｰを改良することでﾓﾃﾞﾙの

再現率を高めた。 

寒地交通ﾁｰﾑ 

研究期間 H24～H27 

路面状態推定ﾓﾃﾞﾙの概要 

 

 

 

 

 

 

 

消波工拡幅構造の波力低減効果 

（波圧測定実験の結果） 

寒冷沿岸域ﾁｰﾑ 

研究期間 H23～H25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水環境保全ﾁｰﾑ 

研究期間 H22～H25 

上段：2013 年９月、下段：2013 年 10 月撮影 

千代田新水路における出水前後の植生分布の比較 
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参考資料－５ ２５年度に行った基盤研究の成果概要 

地震による雪崩発生ﾘｽｸ評価技術に関する研究 

 

■25年度に得られた成果（取組み）の概要 

地震に伴う雪崩の発生条件を明らかにする

ことを目的とし、既往の地震による雪崩の発

生事例について文献調査および分析を行った。

その結果、斜面積雪の安定性は地震動の水平

震度に依存することが示唆された。 

また、振動台を用いた斜面積雪の破壊実験

を行い、地震動の加速度、積雪の密度、雪質

などを取得した。 

 

【積雪寒冷地の農業基盤分野に関する研究】 

積雪寒冷地における疎水材型暗渠工の機能と耐久性に関する研究 

■25年度に得られた成果（取組み）の概要 

疎水材型暗渠の排水ﾒｶﾆｽﾞﾑの解明にむけて、泥

炭転作田における土壌と疎水材の透水係数、含水

率等の測定値を用い、暗渠および周辺部の水分動

態を解析した。  

その結果、降雨後の地下水位の低下状況および

土中水が暗渠周辺に導かれるようすを 2次元断面

で把握することができた。この手法を用いて、土

壌や疎水材の種類が相違した場合の排水効果の予

測や排水機能低下の要因推定が可能であることが

示唆された。 

 

北海道におけるﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝの構造機能の診断技術の開発 

■25年度に得られた成果（取組み）の概要 

北海道における農業用ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝの使用管種、

布設地盤、既往の漏水発生箇所等の特徴を踏

まえて、北海道内のﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝの機能診断で必

要となる管と地盤の調査を適切な順序で組み

合わせた診断手法を検討した。 

ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝの施設重要度等から機能診断調査

の診断ﾚﾍﾞﾙを 3区分に判定する考え方と、こ

のﾚﾍﾞﾙごとの機能診断調査の実施ﾌﾛｰを作成

し、機能診断の各段階で利用できる具体的な

診断技術のｼｽﾃﾑ化を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

機能診断調査における診断ﾚﾍﾞﾙ判定の考え方 

水利基盤ﾁｰﾑ 

    研究期間 H23～H25 

 事前調査

現地踏査

施設重要度（a）

３点：漏水の発生の可能性が高い

２点：漏水可能性の判断材料がなく不明

１点：漏水の発生の可能性が低い

※事故履歴がある場合は0.5を加点

５点：施設重要度Ａ

３点：施設重要度Ｂ

１点：施設重要度Ｃ

現地調査の診断レベル

の判定 Ｗ=（a）×（b）

Ｗ＜3.03.0≦Ｗ≦6.0

Ｗ＞6.0

診断レベル１診断レベル２

診断レベル３

漏水事故発生の

可能性予測（b）

作成した「施設重要度

の判定表」を用いて」判

過去の漏水事例や当該区間

の布設条件を考慮して判定

地上調査を主体とする調査地上調査・試掘等調査

を主体とする調査
地上調査・管内調査・試掘等調査

を主体とする調査

作成した「施設重要度の
判定表」を用いて判定

資源保全ﾁｰﾑ 

研究期間 H23～H27 

疎水材型暗渠と周辺部の土中水の水頭分布 

（上図:降雨停止直後，下図:降雨後 7日目） 

地下水位（同上） 

暗渠管 

地下水位（圧力水頭ｾﾞﾛのﾗｲﾝ） 

暗渠管 

雪氷ﾁｰﾑ 

研究期間 H24～H27 

振動台を用いた斜面積雪の破壊実験の様子 
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参考資料－５ ２５年度に行った基盤研究の成果概要 

一般通行車両への注意喚起に関する調査結果 

【積雪寒冷地の機械技術分野に関する研究】 

除雪車の交通事故対策技術に関する研究 

■25年度に得られた成果（取組み）の概要 

24 年度に北海道の国道で発生した除雪車が関

係する交通事故について、除雪業者へのﾋｱﾘﾝｸﾞ調

査を北海道開発局の 9道路事務所管内で実施した

結果、過年度と同様に、一般車両による追突・接

触と除雪装置を道路施設に衝突させる自損事故が

多かった。 

 また、除雪車周囲の一般車両への注意喚起の方

法と効果に関するｱﾝｹｰﾄ調査を行った結果、「回転

灯や電光標示等の視覚による注意喚起」が最も望

まれていることがわかった。 

 

【景観分野に関する研究】 

郊外部における電線・電柱類の景観への影響と効果的な景観向 

上策に関する研究 

■25年度に得られた成果（取組み）の概要 

郊外部において有効な電線電柱類の景観向上策の選定手法を提案することを目的として、沿道環境

ごとの景観向上効果に基づいて景観向上策を提案するとともに、対策ｺｽﾄ及び優先度に基づいた景観向

上策の選定手法を考察し、景観向上策の事例集としてとりまとめた。 

                     

 

 

 

 

 

 

 

【水災害･ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ分野に関する研究】 

気候変動による世界の水需給及び適応策評価に関する研究 

 

■25年度に得られた成果（取組み）の概要 

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ国ﾊﾟﾝﾊﾟﾝｶﾞ川流域において、BTOP ﾓﾃﾞﾙを用いて流出のｼﾐｭﾚｰｼｮﾝを行い、1998年の洪

水時の状況の再現性を確認した。併せて、この地域の主たる農産物である米生産のための灌

漑水需要量を計算し、渇水時の実際の水供給量と比較することで渇水の状況をｼﾐｭﾚｰﾄした。 

水災害研究ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

研究期間 H24～H27 

地域景観ﾕﾆｯﾄ 

研究期間 H23～H25 

提案した景観向上策と効果の考え方 景観向上効果に基づく対策有効性の考え方 

寒地機械技術ﾁｰﾑ 

研究期間 H23～H26 
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参考資料－５ ２５年度に行った基盤研究の成果概要 

水災害からの復興までを考慮したﾘｽｸ軽減手法に関する研究 

■25年度に得られた成果（取組み）の概要 

米国のﾊﾘｹｰﾝ災害、ﾀｲ洪水、東日本大震災等

での課題を調査した結果、避難・緊急復旧

体制等の不備が、災害後の地域活動への影

響を及ぼしていることが明らかとなった。

途上国の水害脆弱地域において、避難・緊

急復旧対応までを想定した大規模洪水危機

管理計画案を作成することを目指して、ﾌｨ

ﾘﾋﾟﾝ国ﾊﾟﾝﾊﾟﾝｶﾞ川流域の 2 地区（Bulacan

州 Calmpit、Pampanga 州 Guagua）への現地

調査を行い、計画作成に向けた基礎的ﾃﾞｰﾀ

の取得を行った。 

 

ﾀｲ･ﾁｬｵﾌﾟﾗﾔ川洪水における連鎖的被害拡大の実態に関する研究  

■25年度に得られた成果（取組み）の概要 

25年度は、23年のﾀｲ･ﾁｬｵﾌﾟﾗﾔ川洪水による在

ﾀｲ日系企業の連鎖的経済被害拡大の実態及び災

害時の対応について、24 年度に実施したﾊﾞﾝｺｸ

日本人商工会議所等の協力によるｱﾝｹｰﾄ調査及

び聴き取り調査を、整理・分析した。ｱﾝｹｰﾄへの

回答企業のうち、100%の生産能力回復を達成し

た企業での浸水から生産能力回復までにかかっ

た期間と工場床上浸水深との関係は、ほぼ線形

な相関関係が認められた。 

【構造物ﾒﾝﾃﾅﾝｽ分野に関する研究】 

ｺﾞﾑ支承の長期耐久性と維持管理手法に関する研究 

■25年度に得られた成果（取組み）の概要 

兵庫県南部地震以降、耐震性に優れるという

観点からｺﾞﾑ支承が広く普及してきた。しかし、

近年、ｺﾞﾑ支承に劣化損傷が生じた事例が報告さ

れたり、地震によりｺﾞﾑ支承に破断や亀裂が生じ

た事例が報告されたりしている。25年度は、東

北地方太平洋沖地震により実際に被害を受けた

ｺﾞﾑ支承を対象に、正負交番載荷試験により残存

性能を評価するとともに、ｺﾞﾑ支承から切り出し

たｺﾞﾑ片を用いた材料試験により経年劣化の状

態を評価した。 

地震により発生した亀裂

 

実橋から取り出したｺﾞﾑ支承を用いた実験 

橋梁構造研究ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

研究期間 H25～H27 

 

 
浸水から 100%の生産能力回復までにかかっ

た期間と工場床上浸水深との関係 

水災害研究ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

研究期間 H24～H27 

CalumpitGuagua

San Fernando
City

1) Calumpit (Bulacan province)

2) Guagua (Pampanga province)

Meeting at Calumpit municipality office

Meeting at Guagua municipality office

Pampanga 
River Basin

 

ﾊﾟﾝﾊﾟﾝｶﾞ川流域における現地調査の様子 

水災害研究ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

研究期間 H24～H25 
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参考資料－５ ２５年度に行った基盤研究の成果概要 

ﾌｰﾁﾝｸﾞにおける損傷度評価および補強方法に関する研究 

■25年度に得られた成果（取組み）の概要 

ﾌｰﾁﾝｸﾞにおけるｱﾙｶﾘ骨材反応の進展状

況を調べることを目的とし、23年度に杭基

礎を模擬した供試体（ﾌｰﾁﾝｸﾞ幅 3 m×3 m、

2基）を作成し、荷重（1体あたり 600 kN）

を載荷した暴露試験を行っている。供試体

に生じる歪みを約 1年間計測した結果、ﾌｰ

ﾁﾝｸﾞの鉄筋には、暴露試験開始直後から緩

やかに歪みが増加していることが判明した。

今後も供試体に生じる歪み等の計測を継続

して実施する。 

 

鋼道路橋の疲労設計法の高度化に関する研究 

■25年度に得られた成果（取組み）の概要 

本研究では、鋼道路橋の主たる溶接継手である

面外ｶﾞｾｯﾄを対象に、疲労試験及び数値解析により

ばらつきの要因分析を行い、継手の長さ、板厚等

の構造諸元に応じた、より合理的な疲労強度の提

案や、構造詳細に対応した疲労照査法の提案を行

うものである。 

25 年度は、実橋梁で使用されている面外ｶﾞｾｯﾄ

の構造諸元を調査し、数値解析により構造諸元の

応力集中への影響を検討した。また解析結果に基

づき疲労試験体を製作し、疲労試験を開始した。 

 

材料や構造の多様化に対応したｺﾝｸﾘｰﾄ道路橋の設計法に関する研究 

■25年度に得られた成果（取組み）の概要 

ｺﾝｸﾘｰﾄ道路橋の部分係数設計法の検討にあた

り、T 桁橋や中空床版橋等の代表的な橋梁形式

以外にも、PC ﾌﾟﾚﾃﾝ床版橋や PC ｺﾝﾎﾟ橋など個別

構造の設計に用いる部分係数を試算し、設計に

用いる値を提案する必要がある。 

25年度は、現行の示方書体系や架橋実績等を

もとに個別構造を選定した上で、試設計により

信頼性指標βや部分係数を算定したところ、代

表的な照査項目について、これまでに提案した信頼性指標βや部分係数と同程度であり、一

定の安全余裕を確保しつつ個別構造の設計を行うことが可能となることが分かった。 
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図 個別構造に対する曲げ耐力の信頼性指標β
（図中，アルファベット後ろの数字は支間長（ｍ），h： PC単純プレテン床版橋，i： PC連結プ
レテン床版橋，j： PC単純プレテンT桁橋，k： PC連結プレテンT桁橋，l： PC単純バルブ

T桁橋，m： PC連結バルブT桁橋，n： PC単純コンポ橋，o： PC連結コンポ橋）

橋梁構造研究ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

研究期間 H25～H28 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

面外ｶﾞｾｯﾄ継手の構造概要と疲労試験 

橋梁構造研究ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

研究期間 H25～H28 

継手 

【ﾌｰﾁﾝｸﾞ側面 鉄筋ひずみ】 

橋梁構造研究ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

研究期間 H24～H27 
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